
イチゴ新品種の育成
～優良系統の最終選抜～

１．はじめに
　農業試験場では、‘まりひめ’および‘紀の
香’に続く品種として、2016年から炭疽病に
耐病性のある良食味、多収で市場性の高い優
良系統の育成に取り組んでおり、2020年度作
までに「IC5」、「MI2」、「JI6」の3系統を
選抜した（表1）。今回、2021年度作におい
て、上記3系統から1系統「JI6」を選抜したの
で報告する。

２．育成経過 
　2016年～17年に6品種・系統を交配し、得ら
れた約5600個体から系統選抜を繰り返し、
2021年までに3系統を選抜した（図1）。2021
年度に、収量、糖酸度、果実硬度などを調査
するとともに、県内現地圃場5か所において現
地適応性試験を実施し、それらの結果から1系
統を選抜した。

３．選抜結果
　収量について、「JI6」および「MI2」は

‘まりひめ’および‘紀の香’より多かった
（表2）。また、糖度および酸度は3系統とも
‘まりひめ’と同等以上で、糖度は「JI6」が
最も高く、酸度は「IC5」が高かった（表3）。
　果実硬度は2～4月まで「JI6」が最も高い値
を示した（図2）。
　炭疽病耐病性については、3系統とも‘まり
ひめ’より高かった（データ省略）。
　以上の結果から最も目的に合った優良系統
である「JI6」を選抜した。

４．今後の方向
　今年度は現地圃場7か所で「JI6」の適応性試
験を行っており、現地検討会などを通して、生
産者に優良品種として周知するとともに、品種
登録に向けて必要な調査を行っていく。

（栽培部　田中　郁）

表2　選抜系統の月別収穫重量の比較（2021年度）

表1　交配組み合わせ

図1　育種経過（2016年～2022年度）

表3　選抜系統の糖度および酸度の比較

図2　選抜系統における果実硬度の比較
※2022年2～5月に週1回調査（IC5は４月まで）、ｎ=5/回

水稲新奨励品種「にじのきらめき」の特性
～多収で玄米外観品質が優れる品種～

１．はじめに
　近年、出穂期以降の高温条件により米の品
質低下が大きな問題となっている。これまで
高温下において白未熟粒（乳白粒、基部未熟
粒、腹白粒等の総称）の発生が少ない品種と
して「つや姫」、「きぬむすめ」、「にこま
る」を県主要農作物奨励品種に採用してき
た。令和4年2月に新たに農研機構中日本農業
研究センター北陸研究拠点で育成された「に
じのきらめき」が同奨励品種に採用されたの
で本品種の特性について紹介する。

２．「にじのきらめき」の特性
　「にじのきらめき」は次のような特徴を
持つ（表１、２）。

（１）早晩性
　「キヌヒカリ」と比べて出穂期は2日程度
遅く、成熟期は5日程度遅い。

（２）草姿、草型
　「キヌヒカリ」と比べて稈長は約11cm短
く、穂長は約2cm長い。草型は穂数と穂長の
バランスがとれた中間型だが、穂数は多い。

（３）収量性
　「キヌヒカリ」と比べて千粒重は重く、
着粒密度が同程度なことから多収である。

（４）玄米特性、食味
　「キヌヒカリ」と比べて大粒で整粒率が

高く、白未熟粒の発生が少なく、玄米品質
は優れる。しかし、他未熟粒の発生が多い
傾向がある。タンパク質含有率やアミロー
ス含有率が低く、食味値は高い。炊飯米の
食味も優れる。

（５）病害、障害抵抗性（育成地のデータより）
・いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pia,Pii”と
推定され、葉いもち圃場抵抗性は同等の
“中”。穂いもち圃場抵抗性は“やや強”。

・白葉枯病抵抗性は“やや弱”。
・縞葉枯病抵抗性は“抵抗性”（キヌヒカリ
は“罹病性”）を有する。
・倒伏はほとんど発生せず、耐倒伏性は“強”。
・高温登熟性は“やや強”。
・穂発芽性は“難”で優れる。

３．栽培上の留意点
　「にじのきらめき」の適地は県下全域の平
坦地～中山間地と考えられ、特に「キヌヒカ
リ」の外観品質低下が問題となっている紀中
～紀北地域の平坦地での普及が望まれる。
　いもち病に対する抵抗性は中程度のため、
一般的な防除が必要となる。縞葉枯病に対し
て抵抗性を有するので、その障害が懸念され
る地域でも栽培適性があると考えられる。

（栽培部　川村和史）

表1　「にじのきらめき」の生育、収量と収量構成要素

表２　「にじのきらめき」の品質およびタンパク質含有量
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